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中 国 経 済 と 香 港

一中国経済に とっての香港の役割一

眺 国 利

は し が き

香港が19世 紀40年 代 にイギ リスの植民地 にな ってか ら,本 世紀40年 代 までの

百 年間,経 済はほとんど発展 しなか った。香港に頼 っていた中継貿易は僅か に

阿片の密輸 と苦力貿易 などと関連 していただ けであ る。本世紀40年 代 で も,香

港の繁栄 の程度 は当時の上海,天 津 な どの大都市 に劣 っていたのであ る。

1949年10月,中 国共産党指導 の中華 人民共和 国が成立 した。その際,中 国内

地の多 くの民族系資本 と外 国資本は香港へ移転 した。続いて,朝 鮮戦争 に関係

して,香 港の中国内地 との中継貿易 が切断された。 これ らの事情 は香港 を単一

の中継貿易の経済構造か ら加工工業を主体 とす る経済構造へ と転換 させたので

ある。

この経済構造の転換 は50年 代末 までに完成 した。紡績,衣 服,玩 具な どの加

工工業が50年 代 に次 々と現われ た。60年 代,加 工工業はよ り一層発展 した。70

年代 に入 る と,加 工工業 自体の蓄積 と自由な経済政策の効果 によって,香 港の

貿易,金 融,運 輸,旅 行 な どの部門が急速 に発展 した。

香港の経済発展は中国内地の政治,経 済,文 化,社 会の歴史 と変化 に大 きく

影響 され てきた し,他 方,香 港 の特殊 な地理上の位置,特 殊 な政治環境及 び経

済活動 と成果は中国内地の経済発展 に深刻 な影響 を与 えて きた。 これ らは例 え

ば,香 港が中国への最 も重要な中継貿易港であ ること,1978年 の改革開放以来,

中国への最大の直接投資者であること,中 国資本の海外進出のための重要拠点

であ ること,中 国に西側 の情報 を与 える窓口であることな どにあ らわれてい る。
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また，香港国際金融センターは中国の重要な資金調達地である。本稿では，中

国経済の発展に対する香港の役割を歴史をふまえて，整理してみようと思う。

I 中国の対外貿易にとっての香港一一中継貿易港一一

(ー)香港を経由する中国と海外との中継貿易の歴史的推移

最初の香港と中圏内地との貿易は植民地主義の罪悪と関連していた。当時の

王な貿易活動は阿片の密輸と苦力(~、わゆる契約労働者)の売買の二つから

成っていた。統計によれば. 1845-49年の聞に，インドから極東に運んで来た

阿片は3/4が香港を経由して，中圏内地に転売された。 1864年のデータを見る

と，この年，香港を経由して，中国内地に運ばれたのは，綿織物700万両(一

両=0.03キログラム).毛織布地500万両に対して，阿片は2000万両に達してい

た11。この阿片密輸は大部分ジャーデイン・マセソン商会が行なった。苦力売

買もその人数は多かった。統計によると 1845ー 74年間に，香港を経由して，世

界各地に売買された中国苦力は26.6万人に達した九その多数はアメリカのサ

ンフランシスコとオーストラリアヘ売買された。この苦力売買は香港の遠洋運

輸業を刺激した。それは後の香港の中継貿易の発展の一つの重要な基盤となっ

Tこ。

1851-64年に，中国南部で太平天国農民蜂起が起こった。戦乱で多くの人口

が香港に流入してきたが，その多くは，中圏内地の資産所有者で，財産保護の

ために香港に移住して来たのてFある。その聞に.香港の人口は1841年の7450人

から1860年の94917人にまで増えた九人口の増加は消費財需要を増大させた。

だから，その後，両地の貿易関係は大幅に発展した。中圏内地産の米，大豆，

落花生，薬材などが香港に輸入きれ，更に香港を経由して，海外へ輸出された。

同時に，東南アジア産の香料，主石，海産物，木材なとが香港を経由して，中

1) 費正清著『中国沿海的貿易和外交J商務印害鯖1953年. 309ベージ。

2) r港漫経済I雑誌，広東省社会科学院出版. 1987'1'4月号. 27ページ。

3) 同上. 1987年 9月号. 33ベージ。
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国内地に輸入された。歴史の推移,経 済発展 と在香港中国人の増加 に伴い,中

国人貿易商社が成立 し始めた。中国人商社の登場 は中国 と香港 との貿易 を一層

促進 した。1900年 には,中 国貿易総額 の中で,香 港 との貿易額 は41%を 占め る

に至 った。 日清戦争後,天 津 と大連両港が貿易での地位 を高めたため,中 国貿

易における香港の中継港の重要性 が一時下が った。

1914年,第 一次世界大戦 が勃発 した。香港 はイギ リスの植民地 として,間 接

的に戦争状 態に入 った。戦争 中,香 港経 由の中国 と海外 との貿易は発展 しな

か ったばか りか,少 し減少 した。 しか し,戦 後30年 代初 めの資本主義の大不況

期間を除いて,そ の貿易 は発展 してい った。1931年,日 中戦争が発生 した。そ

れによって,19世 紀50,60年 代 における太平天国農民蜂起の戦乱以来 の中国内

地人口の香港への第二次大規模流入が起 こった。1941年12月,即 ち,日 本軍が

香港 を占領す る直前 には,香 港の人口は163.9万 人に達 していた。 この期間,

中国内地の工場 も一部分香港 に移転 した。1937-41年 の 日中戦争 の間には,軍

需物資が香 港を経 由 して,中 国内地 に運ばれ た。1941-5年 の 日本軍 占領期 間

には,香 港経由の中国 と海外 との貿易 は完全 に停滞 した。

1946-9年,中 国では国民党 と共産党の間の内戦が起 こった。それ によって,

中国内地,特 に上海,広 東 の中国民族系資本の多数及び外国系資本は設備 と資

本を持 って,香 港 に移転 した。同時に,大 量 の熟練労働者を含む中国内地の人

口の香港への大規模流入が生 じた.1959年,香 港の人口は初めて,300万 人 に

達 した。50年 代初め,中 葉政治外交交渉の結果,中 国の共産党政権 は香 港の植

民地状態の維持 を黙許 した。それに対 して,イ ギ リスは西側諸国の中で一番 早

く共産党の中華人民共和国を承認 したのである。 中華人民共和国成立後の数年

間,香 港 は中国内地 のための外貨 と西側商品を手 に入れ る唯一のパイプであ っ

た。 この間,中 継貿易 の商品構造 も以前の消費財主体 の ものか ら機械設備,原

材料 とその半製品を主体 とする ものに変わ って来た。

1952年,朝 鮮戦争 に関係 して,国 連 は中国に対 して,輸 出禁止政策を行な っ

た。そのため,香 港経由の中継貿易が切断 されて しまった。
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1978年，中国内地で改革，開放政策が実行され始め，香港を経由する中国と

海外との中継貿易は復活し，その上に速いスピードで発展していった。なお，

この10年，もう一つの現象が注目される。それは香港を経由する中圏内地と台

湾との間接貿易が日増しに発展していることである。香港は中国内地と台湾と

の経済往来の中で，政治的要素を避ける橋渡しの役割を果たしている。

(コ 1980年代以降の香港経由の中国と海外との中継貿易実績

香港が中国と海外との重要な中継貿易港になるのには様々な条件がある。香

港は中国の華南地区にある。華南地区は人口，資源などの角度から見れば，中

国の最も生産力の大きな地区のーっと言える。港として，香港は中国の最も良

い天然港であると言われる。この百年以上の経済活動によって，香港はすでに

世界でも有数な中継貿易港になった。香港は先進的な交通運輸，通信，金融，

保険などの施設及び人材を持っている。香港の外抗運輸は極めて発達している。

現在，香港港のコンテナ取扱量は世界一，二位を争っている。啓徳空港も毎週

800余りの旅客便と60余りの貨物便が発便している。同時に香港は世界での有

数な金融センターであり，銀行と保険機関は貿易に完備したサービスを提供で

きるコ通信も非常に便利で，現在，香港は100余りの固と国際電話が直接通じ

ている。その他，香港にはたくさんの優秀な商業人材がし、るが.彼らはほとん

ど英語と中国語を自由に操る九以上の貿易発展に必要な条件は中国にとって

大きな魅力である。

前述したように， 1952年，朝鮮戦争に関連して，国連は対中国輸出禁止政策

を実行した。それにより，香港を経由する中国と海外との中継貿易は切断され

てしまったーまた，その後の20年間，中国が門戸閉鎖政策を取ったため，香港

経由の中継貿易は存在しないほどになった。 1978年，中国はようやく改革，開

放の政策を実行した。しかしながら，長期間の門戸閉鎖は中国と西側諸国との

4) Bui/ding Prosperity: A Five-Part .&onomlc Strategy For Hongkong' Fu担問 Preparedby SR I 

Intemational. 1989， P 104 
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図1:香 港経由の中国 と海外 との中継貿易の推移
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経 済関 係 を失 わせ て しま って いた 。香 港 は こ こで 再 度直 ち に中 国 と西 側 との仲

介 役 とな った 。1979年 か ら,香 港 を経 由 す る中 国 と海外 との貿 易 は大 幅 に上 昇

し始め た 。香 港 の 中継 貿易 港 の地位 も再 び復 活 した。 まず香 港 経 由 の中 国か ら

海 外へ の輸 出 を見 よ う。 図1に よ る と,1980年 以 来,中 国 の香 港経 由の 海外 へ

の輸 出 は大 規 模 な発 展 を見 た 。数 字か ら見れ ば,1980年,そ の輸 出額 はわず か

83.93億 香 港 ドルで あ った が,1991年 に は3156.88億 香港 ドルに達 した。 この12

年 間 に38倍 近 くに増 大 した。香 港経 由の 海外 へ の主 な輸 出商 品 は紡 績,衣 服,

農 産物,機 械,電 気 製 品及 び伝 統 的民 芸 品 な どで あ る。 そ の 中,紡 績,衣 服,

農 産物 と伝 統 的民 芸 品 は主 に アメ リカ,西 ヨー ロ ッパ,日 本,台 湾 な ど に輸 出

さ れ るが,機 械 と電 気 製品 は主 に発 展 途 上 国 に輸 出 され る5[。

他 方,ユ980年 以 来,香 港 は 中国 の最 大 の輸 入 中継 基地 で あ る 。同 じ図1か ら

判 る よ う に,1980年.香 港 を経 由 して,海 外各 国か ら 中国 が 輸 入 す る貿 易 は

5)醇 大棟著 「香港与中国内地的貿易』中国対外貿易出版社,1984年,32ペ ージ。
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46.42億香港ドル，その後，年今増えて， 1991年には1533.20億香港ドルに達し

た。この12年間で，香港を経由する中国の海外からの輸入は33倍強になったこ

とになる。この輸入の商品構造を見れば，主なものは中国の工業発展に必要な

機械設備，電子機器，重工業用の原材料とその半製品などである。これらの商

品の供給国は多い順でアメリカ， 日本，イギリス，台湾，韓国，シンガポール

となっている"

中国対外貿易にとって，香港にはもう一つの重要な役割が存在している。即

ち，香港を経由して，中国は台湾との間接貿易を実行できる 40数年来，中国

大陸と台湾とは政治的にずっと対立した状態に置かれている。けれども，双方

の間接貿易は70年代に始まった。台湾側は大陸産の漢方薬材を必要とする。実

際に70年代に香港を経由し，輸出された漢方薬材の間接貿易額は約2億HKド

ルであった。 1979年，中国側は「告台湾同胞書」を発表したが，それをきっか

けに，双方の政治対立関係が緩和し始め，ここに間接貿易も新しい段階に入っ

た。更に， 1985年台湾側が香港を通じての両岸の間接貿易には干渉しないとい

う緩和措置を発表して以来，その間接貿易額の増大傾向には顕著なものがある。

図2を見ると， 1980年から91年の12年間に，香港を経由した中国大陸から台湾

への輸出は年々増え， 1991年は1980年に比べれば， 3.91億香港ドルから88.14

億香港ドJレまで拡大して， 23倍近くとなった。他方，台湾から大陸への間接輸

出は発展スピードがさらに速い。 1980年に，僅か12.05億香港ドルだった輸出

額は12年後の1991年には， 363.48億香港ドJレに達している。現在，中国大陸は

台湾にとって，香港経由輸出の第一位の市場になっているのである。中国大陸

と台湾との聞に，現在，直接貿易はまだ展開していない状態の下で，香港は両

方にとって，重要な仲介地である。その間接貿易の商品構造を見れば。中国大

陸の台湾への輸出は一次産品が中心であって，紡績原材料，鉱業原材料，食品，

畜産物が主要なものである。近年，アルミインゴット，鉄鋼，化学製品，機械

部品などの工業製品の比率の拡大が著しくなっている。 他方，台湾の大陸へ

6) 向上. 67ページ。
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図2:香 港経由の大陸 と台湾 との間接貿易の推移
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の輸 出産 品 は工業 製品 が圧 倒 的 な部分 で あ り,更 に,そ の 中核 は家 庭用 電気 製

品,産 業機 械,通 信 器 具,オ ー トバ イ,自 転 車 な どであ る。 その他,台 湾 の大

陸へ の輸 出 品で は,紡 績 原材 料 の比率 が 大 きい。 それ は ポ リエ ステ ル,合 成繊

維,メ リヤ ス材 料 が 中心 を なす%

その ほか,中 国 が政 治 的要 素 を避 けて,韓 国,イ ン ドネ シヤな どの諸 国 と間

接 貿易 を行 な う上 で,香 港 は重要 な役 割 を演 じて きた。

H香 港企業の対中国直接投資

(→ 香 港 の対 中直接 投 資発 展 の原 因及 び先 進諸 国対 中投資 との比 較

1978年 以 来,香 港 の対 中直 接投 資 が大 き く発展 した原 因 と して は,次 の三 つ

が重 要 であ る。

1.香 港 の 中小 企業 を主体 とす る製造 業構 造 の特 徴が,中 国へ投 資 す る一 つ

の要 因 で あ る。香 港で は,企 業 規模 が概 して非 常 に小 さ い。表1を 見 よ う。 労

7>前 掲r港 渓経済」雑誌1989年8月 号37ペ ー.ジ。
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表香港製造業と労働者(1977年12月)

規 模
企業 数 % 労働者 % (労働者数による)

1 -9 24866 66 97999 13 
10-19 5600 15 74993 10 
20-49 4186 11 130038 17 
50-99 1650 4 114259 15 
100-199 777 z 106730 14 
200-499 371 1 104722 14 
500-999 98 0.26 67392 9 
1000-1999 34 0.09 45304 6 
2000以上 6 0.01 13671 2 

総白 数 37568 100 755108 100 

出所 “Hong Kong Monthly Dig.剖 t01ゐtistics" Prepared by the Census and 
Statistics Departmenr， Hongkong. 1978年l月号

働者数 1- 9人の小型企業は24866杜で.企業総数の66%を占めている。それ

に対して. 200-499人規模の企業は僅か1%を占めるにすぎず. 2000人以上規

模の企業に至っては 6社しかなかった。これらの零細企業が遠い海外へ進出す

るのは当然ながら困難であろう。このような背景で，中国特に寄港と隣接する

広東省は香港企業にとって最初に考えられる投資地域となった。

2 共通する人文上，地理上の関係は香港の対中直接投資を発展させる上で

欠かせない要素である。香港人口の98%は中国人で，その大多数は広東省出身

者である。だから，香港の企業家は中圏内地へ投資する際，少な〈とも，言葉，

風俗習慣などで障害が存在しなL、。 1988年 6月，広東省政府は省内の私営企業

が直接外国，香港，マカオ及び台湾の企業と合弁企業を設立することを許可し

た。この政策は香港の対広東省直接投資を一層促進した。地理上の位置を見れ

ば，香港と中国内地は緊密につながっていて，交通も使利である。現在，香港

と広東省の聞には鉄道が 筋，自動車道路が三筋ある。そのほか，香港と中国

南部の各港との海運が便利である他，中圏内地主要都市と空路で結ぼれている。

香港以外の対中国投資家はだれもこれらの人文的緊密さと便利な交通手段を

持っていない。



}

中国経済 と香港

3.中 国 の労賃 と土地 の安価 さ

は香 港 企業 対 中直 接投 資 の直接 的

な誘 因で あ る。80年 代,労 働 力不

足 は香 港経 済 に とって大 きな 問題

にな って きた。労 働 力不 足 は必 然

的 に賃 金 コス トの上 昇 を引 き起 こ

す。1982年3月 の香 港 労 働 者 の賃

金 指 数 を100と した場 合,1986年

12月 に は137.7,1987年12月 には

(417)221

表2:香 港 と広東省珠江デルタの平均労働力

の年賃金の比較(1987年)

年賃金(単 位:HKド ル)

香 港 45876

深 土川 市 5621

珠 海 市 4395

東 莞 市 4340

中 山 市 4340

佛 山 市 4168

出 所:BuildingProsperity:Afive-partEcon

omicStrategyForHongkong'sFuture .

PreparedbySRIInternational .1989 .

9,P・60

151.2で あ った 。6年 たた ない 間 に,香 港 の賃金 レベ ルは51.2%上 昇 した ので あ

る%香 港 の賃 金水 準 と比 べ て,中 国 内地 の労賃 はず っ と安 い。 表2の 広東 省

珠 江 デ ル タ地 区 は中 国内地 で 賃金 が最 も高 い所で あ る。 しか し,こ の地 区 の 中

の一 番 高 い深 珂II市で も,1987年 の平 均 労 働 力 賃 金 はHKド ルで 計算 した ら,

5621HKド ルで あ って,香 港 の労 働 者 の 同年 度 の 年 平均 労 賃 の12%で しか な

か った。 深土川以外 の珠 海,東 莞,中 山,佛 山 な どの 四つ の都 市 は更 に低 く,い

ず れ も4400HKド ル以 下で,香 港 の十 分 の一 に も達 しな い。

つ いで 地価 を見 よ う。周 知 の よ うに,香 港 は狭 い 自由港 で あ る ,地 価 は非常

に高 い。 そ の上,地 価 上 昇 の ス ピー ドも非常 に速 い。 地価 の上 昇 は製造 業 及 び

他 の部 門 の営 業 コス トの上 昇 を もた らす。 そ れ に対 して,中 国内地 は広 い土 地

を持 って い る。 中 国内地 側 が土 地 と労働 力 を提 供 し,香 港側 が 資金 と技 術 を提

供 す る協力 は双 方 の相 対 優位 を利 用で き好都 合 で あ る。

以 上 述べ た よ うな要 因 に よ って,香 港 の対 中直接投 資 は発 展 して きた 。 中国

の海 外 か らの導 入 外資 の中 で,先 進 諸 国 と比 べ て も,香 港 は大 きな比 率 を 占め

て い る。.

図3は1979-89年 の11年 間 に中国 が直接 投 資 よ って,海 外 か ら導 入 して きた

外資 の状 況で あ る。図 を見 る と,香 港 の直接 投資額 が 直接投 資 総額 の 中で,明

8)同 上,1989年3月 号.5ペ ージ。
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国3: 1979-89年国・地域別の累積対中圏直接投資契約額状況
(単位:億米ドル)
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フランスイギリス カナダ旧西ドイツ日本 アメリカ 香港

出所中国対外貿易統計年鑑』により作成

らかに，日本，アメリカ，西ドイツ，イギリス，フランスなどの主要先進国よ

り多かった。

口 香港の対中国内地直接投資の地域分布，産業分布，投資形態

香港対中直接投資の地域分布一一一香港対中直接投資の地域は広東省に集中し

ている。特に広東省の経済特別区及び珠江デルタ地区に香港からの直接投資は

最も多い。 1984年の時点に広東省で合弁企業は l万社あったが，それは全国の

50%を占めていた。その l万社の中で 9割は香港と関係がある九ここ数年，

昏港の企業は広東省から，東南沿海の他の開放都市，さらに，北の内陸へと投

資を発展させている。その結果. I広東省の経済特別区→広東省全域→東南沿

海開放都市→内陸」という異なる発展段階の直接投資の地域分布図が形成され

た。

香港直接投資の産業部門別分布一一1978年以来，香港直接投資の主な部門は

紡績，衣服，玩具，電子製品，ホテルなどである。紡績部門は主に中国内地の

9) r中国省情J北京工商出版社 1986年. 609ページ。
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安価 な棉 と綿 糸 な どの 原材 料 を加 工 して,製 品 あ るい は半製 品 を生 産す る。衣

服 製造 部 門 は主 に低,中 級 品 を生 産す る。電 子製 品 は主 にTV,テ ープ レコー

ダ,ラ ジ オな どの 家電 製品 を生 産 す る。 ホ テ ルは中 国内 地 の大都 市 で ホ テル,

遊 園地 な どを建 設 して,経 営す る。 その他,食 品加 工 部 門へ の投 資 も,こ の数

年,速 い ス ピー ドで発 展 して い る。 こ こ二,三 年,不 動 産へ の投 資 が注 目され

て い る。要 す るに,香 港 の 直接投 資 の産 業部 門 は大 体 労働 集約 型 の軽 工 業部 門

・で あ って
,重 工 業 と技 術 集約 型 の産 業部 門は ほ とん どな いの であ るlo}。

香 港 の対 中直接 投資 形 態一 直接投 資 形態 は主 に次 の もの があ る。(1)独 資経

営,つ ま り100%香 港 企 業 。す べ て の生 産 コ ス ト,投 資条 件 な どの につ いて は

香 港 投 資 家 が責 任 を持 つ。(2)合 資 経 営 。 中 国 と香港 のパ ー トナーが 共 同 で 出

資 ・運営 す る有 限 会社 で,損 益 を共 有す る。(3冶 作経 営 。契 約 型合 弁企 業 。基

本的 には,香 港パー トナーが資本 ・技術 を提供 し,中 国側が土地,設 備,労 働

力 を提供す る共同生産協定。(4)補償貿易。香港パー トナーが技術 ・設備 を提供

し,中 国側 はその設備を使 って,生 産 した製品で代価 を返済す る。香港パー ト

ナーはその製品を海外 へ輸 出す る。(5)委託加工。単純な加 工取 り決 め。香 港

パー トナーは原材料 と生産設計 を提供 し,中 国側はそれ を組立 ・加工す る。最

終製 品は香港パー トナーに引 き取 られ,香 港パー トナーは中国側 に加工料を支

払 うm。

(三)香 港直接投 資の効果

1.そ れは中国軽工業の発展及 び輸 出拡大 を刺激 してい る。香港 の製造業 は

労働 集約型の部 門が多いけれ ども,香 港の軽工業製品は質 とデザ インな どでか

な りの レベルを備 える現在,香 港の玩具,時 計,宝 石 な どの数種類の軽工業製

品はその輸 出量が世界 一位 にあ る。香港企業が中国内地で合弁企業,独 資企業

などを設立す ることは中国の軽工業製品の質,デ ザイン,パ ッキ ングなどを改

10)張 華 綿 縮 「香 港 」 中 国 対 外 経 済 貿 易 出 版 社,1989年,87ベ ー ジ 。

U)同 上,86ペ ー ジo
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普させる。その他に，香港企業が中国で投資した結果，輸出入貿易，中継貿易

を派生している。

2 香港の対中直接投資は中国内地の労働者に就業の機会を与える。香港の

進出産業部門はほとんど労働集約型部門であるため，このような労働集約型の

産業部門は多くの労働力を雇わなければならない。 1988年，広東省だけで，香

港資金が関係する合弁企業あるいは独資企業で働いている労働者は200万人を

下らないと言う。 1990年10月のウィルソン香港総督の施政演説では300万人が

香港企業によって雇用されていると述べられているiヘ
3 香港直接投資ほ中国内地に先進的な経営と経験を伝授する。香港企業は

技術，設備，資金などで，先進国企業と比べ劣位にあるとは言え，企業の経営，

管理などに優れた蓄積を持っている。その他，香港の特別な経済環境と経済構

造のため，香港企業は市場情報を十分に重視して，世界市場の動きにし、つでも

注目している。この点で，香港の企業は世界一流のレベルを備えていると言っ

ても言い過ぎではない。中国内地企業は香港企業との協力を通じて，漸次，市

場情報によって，自分の経営活動を調整する能力を養成する。

皿 中国資本の香港への進出

(→ 在香港主要中国資本機構及びそれらの活動状況

香港資本の中国への投資に比べて，中国資本が香港へ進出する側面はこれま

であまり大きな関心を払われてこなかった。しかし，実際には中国資本の香港

進出はこれまでも行なわれてきたし その上，近年，その発展スピードは驚く

ほど速し、。 92年の数字によると，香港における中国企業の投資総額は120億米

ドルを超え，香港での最大の投資国になった山。 1992年，香港における大小中

国企業の数は約1000社と推定される凶。主な中国系企業を以下に述べる(表 3

12) r華南経済圏』アジア出版会， 1992年， 213パージ。

13) r日本経済新聞J1992年II月20目。

14) 野村総研香港有限公司編『香港と華人経済圏』日本能率協会マネジメントセンタペ 1992年，

188ページ。



中国経済と香港

表 3 在香港の王要中国資本機構の実情

機構名称 成立年次
資金額

(億HKドル)

香港招商局 1872年 80 

集団有限公司 (1950年北京政府に帰属) (1988年)

香港 1912年 3000 

中国銀行集団 (1949年北京政府に帰属) (1992年)

香港中旅 1928年
集団有限公司 (1950年北京政府に帰属)

華潤
1948年

集団有限公司

中信香港
1979年

200 
集団有限公司 (1990年)

中国光大
1983年

23 
集団有限公司 (1990年)

卑海企業
1981年

集団有限公司

華間
1980年

集団有限公司

出所:香港の新聞『明報J. r大公報J. r華僑日報』より

を参照)。

1 香港中国銀行集団 第四節を参照。

所属

中国
交通部

中国銀行

中国
旅行社

中国対外
経済貿易部

国務院

国務院

広東省
政府

福建省
政府

(421) 225 

王な経営分野

外洋運輸を中心と
する多種経営

金融業

旅行及び旅行に関

する運輸，ホテル
など

貿易，製造業など

通信，航空，基本
建設などの部門

製造業，貿易，ホ
テjレなど

貿易，旅行，製造
業など

貿易，製造業，建
築など

2. 香港招商局集団有限公司・香港の中国系企業のうち最古で最大規模を

誇っている。 1985年，株式会社が企業集団に発展して，傘下に300社以上，職

員24000人を有する。主要な業務は海運.倉庫，船舶修理などである。 1986年

以来，その運輸量は香港の遠洋運輸総量の 1割以上を占め続けている 1九その

他，近年来，香港招商局集団有限公司は金融業，不動産，ホテル，建築，紡績

などの分野にも大きな資金を投入している。例えば，自らの招商銀行を創立し，

香港で友聯銀行を買収し，独資で深刻11の蛇口工業区を開拓している。

3 華i間集団有限公司:中国対外経済貿易部の香港代表機構である。華i閏集

15) 香港「文匡報J1992年12月18目。
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固有限公司は主に貿易，商業を中心として，傘下子会社を50社持ち，職員は

7000人である。近年，その活動には二つの目立った特徴がある，一つは，大規

模に工業部門，特に電子工業部門に投資していることであり，もう一つは積極

的に海外市場，特に欧米市場へ進出していることである。 1991年11月現在，華

i閏集団有限公司の海外直接投資額は累積10億米ドルにのぼり. 400余りの大小

プロジェクトを行ってきた。

4. 中信香港集団有限公司:1979年，香港で創設された。当時は北京の中国

国際信託投資公司の香港支庖であった。 1987年 5月，中信香港集団有限公司と

なり，国務院の直属となる。中信香港集団有限公司の投資分野は主に通信，航

空，金融，基本建設などの重要部門に集中しており，その投資の政治色も濃く，

しばしば巨額の資金を出して，これらの部門の株を買収した。例えば. 1987年

以来キャセイ航空の発行済株式数の12.5%. ドラゴン航空の38.3%.香港テレ

コムの20%といったインフラ事業を次々と買収してきた出。

5. 卑海企業集団有限公司.前身は1981年に香港で創設された卑海企業有限

公司である。その発展に伴って. 1986年 1月，車事海企業集団有限公司となった。

この企業集団有限公司は広東省の全経済機構の香港駐在の総代理機関である。

1992年現在傘下に40社以上を抱えるコングロマリァトに発展。輸出入事業，運

輸，旅行業，製造業，建設，金融，保険などに投資を行っている。その他，海

外でのジョイントベンチャーの設立にも積極的である。

口 中国資本機構の香港への進出がもたらした成果

1.香港での中国資本機構の経営活動は中国の輸出入及び中継貿易の発展を

促進する。 1978年の中国の改革開放前には，香港駐在の中国資本機構は僅かに

香港中国銀行集団，招商局，華潤公司，香港中国旅行社の 4社であった。この

4社の中国資本機構の活動はかなりの分野の対外貿易にかかわっていた。この

数十年間の中園内地と香港との貿易の発展は香港駐在の中国資本機構の働きな

16) 前掲「香港と華人経済圏J.194ベージ。
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しには考えられない。その中でも，華i閏公司の貢献は大きL、。中国が改革開放

政策を採る前の時代に華i間という名前は香港で中国商品の代名詞にすらなって

いた。野菜，果物から衣服， 日用品まで，香港市場でのすべての中国商品がほ

とんど華潤公司により取り扱われていた。その他，招商局は数十年間にわたり

中国商品の運送で大きな役割を果たし，また中国銀行集団は金融サーピスを提

供した。華潤による販売，招商局による運輸，中国銀行集団による金融サービ

スの提供の三位一体の経済活動があったこそ，直接貿易取引と中継貿易の隆盛

をみたのである。 1978年以降，前に述べたように，中央から地方まで香港にた

くさんの資本機構を設立した。これらの資本機構は最初はほとんど貿易会社と

して設立され，後，漸次他部門の業務を開拓する道を辿った。

2 中国資本の香港進出は中国の外資導入を促進する。 1978年以来，中国の

外資導入の中で，香港は圧倒的な地位を占めている。その原因には第三節に述

べたもの以外にもう一つ大きな要因がある。それが在香港中国資本機構の呆た

す役割である。在香港中国資本機構は香港で展示会，パーティーなど多様な形

態を通じて，香港企業及び在香港外国企業に中国の投資政策，投資環境を紹介

して，中国への投資を促す。その他，在香港中国資本機構の中国へのUターン

投資も非常に注目される。例えば. 1978年から，香港招商局集団有限公司は独

自に深刻11の蛇口工業区を開拓したが，現在，蛇口はすでに中国南部の海港工業

都市に発展した。

3. 中国資本機構を香港に創設することは直接に中国の名義で取引するより

も多くの便宜をもたらす。まず，中国資本機構は香港企業の名義で経営活動を

行なうことにより政治面の制約を免れうる。例えば，台湾，韓国，インドネシ

アなどはかつて中固との経済交流を厳しく規制した。しかし，それに対して.

中国側は香港に存在する資本機構で.それらの国あるいは地区と経済交流を行

なう ζ とで.政治面からの規制を避けた。次に，香港は自由貿易港であり，す

べての国の資本が自由に進出できる。だから，在香港の中国の資本機構は香港

企業名義で国際的に対等な企業の相互設立が求められた場合に，相手の要求を
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避けることができる。例えば. 1988年末，香港中旅集団有限公司がシンガポー

Jレで支広を設立した時に，シンガポールの旅行業と直接に競合するという理由

で，シンガポールの旅行部門はそれに反対し，シンガポール政府に北京に旅行

機構を設立するよう要求を提出した。それに対して，香港中旅集団有限公司は

一つの有力な解釈を打ち出した。即ち，香港中旅集団有限公司は香港企業で

あって，中国の旅行会社ではないので，北京に設立する理由がないと主張した

のである。

N 香港国際金融センターと中国の経済発展

(ー)香港国際金融センターの成長過程

百数十年，香港の金融業は大体次の三つの発展段階を経た。第一段階は香港

のイギリス植民地になってから第二次世界大戦までの貿易金融の時代である。

その時期の通貨制度と銀行業務はほとんど香港を経由する中国と海外との中継

貿易に関連していた。通貨制度から見れば. 1935年まで香港は中固と同じ銀本

位制を採用していた。 1935年以降，中国の貨幣制度改革によって，両地の通貨

の直接の関係はなくなったが，両地の通貨ともイギリスポンドとベァグしたの

で，依然としてその相互関係は維持されていたl判。それらの政策はもちろん香

港経由の中英貿易及び他の英連邦国との貿易上の便利さの為である。他方，銀

行業務から見れば，その時創立された銀行の主な業務は中継貿易に融資する事

である。例えば. 1853年創立されたチャータード銀行と1866年創立された香港

上海銀行の主要な業務活動はやはり貿易融資であった。第二段階は1950. 60年

代の産業金融時代である。 1950年代以降，香港は単一の中継貿易の経済構造か

ら加工工業を主体とする経済構造へと転換した。金融業務の重点もその事情iこ

よって，産業金融へ変容した。 50年代の金融機構の主な業務は工業企業への貸

出，株の発行及び直接の企業創設などである。特に工業への貸出の拡大は著し

かった。その後. 60年代の工業の発展は不動産業を刺激した。そして，金融機

17) 金広訊他著『香港金融市場j経済日報出版社. 1988年. 2ベージ。
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関の不動産への投資が誘引された。 60年代中期以降，銀行の不動産への貸出は

加工貿易と製造業についで第 3位と成った問。第三段階は70年代以降の国際金

融の時代である。貿易金融と産業金融の発展段階を経て， 70年代以降，香港の

金融はますます国際化し，国際金融センターにまで発展してきた。香港が国際

金融センターになる背景にはつぎの幾つかのものがある。 1)自由港政策であ

る。その政策は国際資本の流出入に便宜をもたらす。香港では外貨管理はなく，

資金は自由に流出入でき，香港ドルは自由に免換できる。 2)通信，交通など

の充実したインフラ施設である。前述したように，香港のインフラ施設は早く

から整備されてきた。 3)時間の優位性である。香港は太平洋西側にあり，ニ

ューヨーク市場とロンドン市場のほぼ中間に位置する。そのため，両市場をつ

なぐ市場としての機能がある問。 4)東南アジア地域の華僑資金の逃避地であ

る。東南アジア地域の華僑はそれぞれの固で大きな経済力をもつけれども.政

治的地位は低L、。また，東南アジアの政治の安定性には問題が多い。それらの

原因で香港は華僑資金の一つの理想的な逃避地となっている。 5)完備した法

体系と安定じた政治環境である。香港はイギリスの植民地であったため，香港

の法律はイギリスシステムに基づいて，作られたものである。銀行と会社の登

録，経営.雇用などのすべてに対して完備した法律が存在する。政治環境も安

定していると言える。 1984年中英香港返還交渉まで，香港が政治に影響される

大きい事件はなかった。中国共産党政権は40年間台湾解放のスローガンをずっ

と放棄しなかった。もちろん，香港と台湾の政治背景は異なる。けれども，香

港に対しては，それまで具体的な方針を出さなかったO~民間にもナショナリズ

ムにもとづく領土返還の動きは出なかった。

以上の背景と70年代以降の国際資本流動の加速とともに香港ではイギリス系，

中国系，華僑系金融機関が大き〈発展した外に，アメリカ，日本などの多くの

大手金融機関も進出した。香港における各国の公認金融機関数の推移は表 4の

18) 向上. 7ベージ。
19) 前掲『香港と華人経済圏J94ベージ。
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表 4:各国金融機関の香港への進出状況(各年末)

免許銀行 限定免許銀行 預金受入会社

86 87 88 89 90 86 87 88 89 90 86 87 88 89 宮O

アジア・太平洋 84 86 87 87 88 16 15 15 17 25 167 148 140 131 127 

香 港 20 19 19 15 15 5 4 4 4 31 46 34 30 25 20 

日 本 25 26 28 30 31 6 6 6 6 II 28 28 30 29 31 

中 国 15 15 15 15 15 1 l l 1 17 16 16 16 16 

韓 国 3 3 3 3 3 一一一一 1 6 6 7 9 9 

シンガポール 5 5 4 4 5 一一一一一 8 9 9 8 B 

インドネシア 2 3 3 3 3 一一 一 I 20 19 16 16 16 

タ イ l l l l l 一一一一 l 12 10 9 8 s 
そ の イ也 13 14 14 16 18 54467  30 26 23 20 

ヨーロッノf 37 40 45 50 52 15 14 13 12 11 39 37 34 30 

英 国 7 7 7 7 7 9 9 8 8 71 10 7 6 5 5 

西ドイツ 呂 8 呂 9 91 - - -一一 5 4 4 4 2 

フランス 8 8 8 8 8 l l 1 II II 10 10 9 

イタ リア 4 6 6 7 7 一一一一一 一一一一一
そ の 他 10 11 16 19 21 5 4 4 3 3 13 15 14 11 10 

~t 米 28 27 26 26 26 7 6 7 7 9 38 36 32 32 29 

米 国 22 21 20 20 20 5 4 5 5 71 30 32 28 29 26 

カ -t- ダ 6 6 6 6 6 2 2 2 2 2 B 4 4 3 3 

中 東 2 2 2 2 Z 一一一一 日 7 6 6 5 

合 計 151 155 160 165 168 38 35 35 36 46 254 232 216 202 191 

(注) ここでは，免許預金受入会社を阻定免許銀行，登録預金受入会社を預金受入会社と L

てそれぞれ扱っている。

出所!大蔵省財政金融研究所編 fアジアの金融・資本市場J.社団法人金融財政事情研究
会，平成3年 9月17日. 161ページ。

通りである。

口香港中国銀行集団及びその中国経済への貢献

香港中国銀行集団(以下中銀集団と略称)は13行により構成され.固定資産

額は1992年末に3000億香港ドルに達した。その組織の概要は表 5の通りである。
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表5 香港中国銀行集団の構成とその概要

銀行名 登録地点
香港での
成立年次

中国銀行香港支庖 北京 1917 

交通銀行香港支出 北京 1934 

南洋商業銀行 香港 1949 

広東省銀行 北京 1929 

新 華 銀 1T 北京 1947 

中 南 銀 1T 北京 1934 

金 域 銀 行 北京 1936 

国 華 銀 1T 北京 1938 

漸江興業銀行 北京 1946 

塩 業 銀 行 北京 1918 

宝 生 銀 1T 香港 1948 

華僑商業銀行 香港 1962 

集 友 銀 ~丁- 香港 1947 

注:表中の職員と分岐機構数は1990年末の数字である。
出所:香港中国銀行集団の資料により作成。

職員数
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香港における
支r6・出張所

24 

25 

39 

22 

40 

19 

24 

19 

20 

21 

12 

21 

15 

中銀集団は表5の中の中核メンバーとそ-れぞれの香港における支唐と営業所

以外に，中国内地と海外に支庖或いは事務所が存在する。その他，近年，中銀

集団は香港地元の金融機関，香港における外国の金融機関と積極的に事業を行

い，合弁金融機関を創立している。 1990年現在そのような合弁金融機関は七つ

ある。即ち，中芝興業財務有限公司，鼎協租賃国際有限公司，中美諮詞金融有

限公司，金東財務有限公司，中華保険顧問有限公司，襖門大豊銀行，t奥門経済

発展財務有限公司がそれである。

中銀集団は典型的な中国国家資本機構である。中銀集団を指揮する機構は中

国銀行港襖管理処である。その管理処は北京にある中国の外替専門銀行である

中国銀行の一つの芭属機構である。中銀集団は早くから存在していたが， 1978 

年の中国改革開放以前，あまり大きな活動を展開していなかった。 1978年以前
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には，その主要な活動は香港と中国との取引，及び香港を経由する中国と海外

との中継貿易に関連したものであった。その他.華僑の中国への送金業務を経

営していた。 1978年以降，特に1984年の中英香港返還声明の発表以来，中国銀

行集団の活動は活発になった。業務範囲はもともとの貿易決算と華僑送金の経

営からすべての金融分野に拡大した。

中銀集団は中国の経済発展に大きく貢献している。このことについては，次

の幾つかにまとめられる。第一，中銀集団は中国の一つの重要な外貨供給源で

ある。中銀集団は香港銀行業の固定資産総額の10%を占め，香港の全預金高の

約20%を占めている出。中国と香港との取引及び他の経済交流でその決算はほ

とんど香港ドルでなされる。中銀集団はその決算業務によって，香港ドルを受

け入れ，米ドルなどに交換して，中国へ転送する。中国の米ドル収入の大きな

部分はこの形で手に入ったのである 2!J。第二，表 4の通り， 日本，アメリカな

どの多くの金融機関は香港に進出した。それらの金融機関の一つの狙いは中国

の資金市場である。中銀集団はそれらの金融機関と協力して，中国への資金導

入に大きな役割を演じている。前に述べたの七つの金融合弁機関はその例であ

る。その七つの金融合弁機関の相手はほとんど日本，アメリカ，フランスなと

の在香港金融機関である。また，中銀集団は日本，アメリカなどの金融機関と

連合して. r中国銀行集団基金」を設立した。その基金の主要目的は中国へ融

資することである。第三，中銀集団は香港企業の中国への直接投資の拡大を促

進している。中銀集団は中国で委託加工，補償貿易などを経営する香港企業に

大きな支持を与えている。また，中銀集団自身も中国でUゲーン投資を経営し

ている。

さらに，中国銀行集団が1994年 5月から香港ドルの発券業務に参加すること

が決まった泊。今までの香港ドルは香港上海銀行とチャータード銀行よる発券

20) 杉江雅彦編『アジア N1ESの金融・証券市場j晃洋害房. 1991年. 190ページ。

21) 香港『経済導報J1986年 6月 9目。

22) r人民日報』海外版. 1992年 l月初日。
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であヮたから，この決定はこれからの香港と中国との経済関係に対して，大き

な影響をもたらすことになるだろう。

おわりに

以上，香港経由の中国と海外との中継貿易，香港企業の対中直接投資，中国

資本の香港への進出と香港国際金融センターの中国経済に対する影響の四つの

角度から中国経済における香港の役割を述べてきた。

80年代に入り，香港製造業は人手不足，賃金高騰に対応するため，隣接する

広東へ生産拠点のシフトを進めている。香港内では高付加価値化，デザイン，

新製品の開発，販路開拓などに特化し，生産は広東省内の深刻11，珠海などの経

済特別区で行うとL寸分業システムが進行している。その分業システムの展開

によって，香港と広東省とのリンケージは一層緊密化してきた。また，近年米，

台湾企業は香港を経由して，広東，福建両省へ大量進出している。以上の三つ

の地域聞の経済融合に従って，広東省を中心とした華南地域で香港企業主導の

独立した華南経済圏が形成されつつある231。その意味で，香港の中国へ返還を

またずして，徐身に中国と一体化も進んでいる。現時点，中国の改革開放の深

化によって，中国経済が世界経済へ強〈包摂される過程が急速に進行している。

こうした中国経済発展にとって，いづれも欠くことができない要素(カネ，モ

ノ，情報，ノウハウ)の中でも，とりわけ香港は資本と金融面で中国経済発展

に決定的な役割を呆たす基地になるだろう。本稿の分析を通じて，中国経済に

とっての香港のこの特殊な役割が今後もっと大きくなるだろうということを主

張したい。

23) 前掲香港『経済導報J1993年 2月10目。


